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カ ラ オケ店・ 映画館を帰宅困難者の休憩スペースに 
 

龍谷大学 石原ゼミ 休憩スペースプロジェ ク ト  

○岩渕絵理（ I wabuchi  Er i ） ・ 公庄瑞規（ Kuj o Mi zuki ） ・  

坂本有紀奈（ Sakamot o Yuki na） ・ 高田里咲（ Takada Ri sa)  

（ 龍谷大学 政策学部 政策学科）  

キーワード ： 休憩スペース、 カ ラ オケ店、 映画館 

 

1. 研究背景・ 目的 

災害時には、 帰宅困難者がむやみやたら に動く

こ と でパニッ ク や群集事故などの二次被害や、 大

勢の人間が道路に溢れて緊急車両が通行でき な

く なる 等の問題が発生する こ と が想定さ れて い

る。 実際に東日本大震災では首都圏の主な駅や仙

台駅周辺で数万人単位の帰宅困難者が発生し た。 

京都市中京区において も オフ ィ ス 街やショ ッ

ピン グ施設が多数存在し ており 、 災害時に多く の

帰宅困難者が発生すると 考えら れる。 中京区の帰

宅困難者数は平日 13 時で 32, 219 人、 休日 14 時

で、 19, 033 人がそれぞれピーク である。  

帰宅困難者にはケガ人や乳幼児、 障害者など災

害時要援護者も 含まれる。 滞留時間が長引く と ト

イ レ や水・ 食料が必要になり 、 寒さ や暑さ で体調

を 崩す人も 出てく ると 考えら れるため、 ト イ レ や

備蓄のある休憩スペースが必要だと 考える。  

本研究では、 中京区のカ ラ オケ店・ 映画館を帰

宅困難者のための休憩スペースと し て活用する

ための政策を 提案する 。 こ こ での帰宅困難者は

「 自宅までの距離が 10 キロ以上で、 徒歩及び交

通機関での帰宅が困難な人」 と 定義する。 カ ラ オ

ケ店・ 映画館が休憩スペースに適し ている理由と

し て、 販売商品を 置いている小売店に比べ大人数

を 収容でき る広さ があるこ と 、 フ ード や飲み物が

備蓄になるこ と が挙げら れる。 加えて、 カ ラ オケ

店・ 映画館は駅から 徒歩圏内に多いので災害時で

も 見つけやすい。 以上のこ と から 、 カ ラ オケ店・

映画館を 帰宅困難者の休憩ス ペース と し て活用

する こ と は、 路上や駅周辺の人流を減ら し 混乱や

二次被害の抑制に効果的だと 考えら れる。  

 

2. 調査の概要と 結果 

中京区のカ ラ オケ店５ 店舗、 映画館２ 店舗に対

し 、 各店舗の従業員に以下の項目を 中心に聞き 取

り 調査を 行っ た。  

①コ ロナ禍での収容人数や部屋数 

②備蓄になるも のが存在するか 

 

 カ ラ オケ店の調査結果は表１ の通り である。 備

蓄は食品以外に非常持ち出し 袋やヘルメ ッ ト 、 貸

し 出し 用ブラ ンケッ ト がある店舗も あっ た。 また、

東日本大震災時に店舗を 無料開放し 一時避難施

設と し て機能し たカ ラ オケ店の事例も 存在し た。 

表 1 カ ラ オケ店の部屋数・ 収容人数・ 備蓄 

 A店 B店 C店 D店 E 店 

部屋数 約 66 約 130 約 31 約 51 約 20 

収容人数 約 100 約 520 約 123 約 125 約 130 

備蓄( 食品)  あり  あり  あり  あり  あり  

備蓄( 物品)  あり  なし  なし  あり  あり  

 

 映画館の部屋数・ 収容人数・ 備蓄は表２ の結

果と なっ た。 備蓄に関し ては約一日分のフ ード

やド リ ンク があるこ と が確認さ れた。  

表 2 映画館のシアタ ー数・ 収容人数・ 備蓄 

 A館 B館 

収容人数 898 1010 

シアタ ー数 11 12 

備蓄（ 食品）  あり  あり  

備蓄（ 物品）  ― ― 

また、 中京区のカ ラ オケ店・ 映画館で合わせ

て約 2, 906 人を 収容可能であるこ と が明ら かと
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なっ た。 中京区のピーク 帰宅困難者数と 調査し

た収容人数から 、 中京区の帰宅困難者数のう ち

平日で約 9. 0％（ 約 2, 900 人） 、 休日で約

15. 3％（ 約 2, 912 人） を カ ラ オケ店・ 映画館で

受け入れるこ と ができ ると 考えら れる。  

 

3. 政策提案 

 今回の調査から カ ラ オケ店・ 映画館を帰宅困難

者のための災害時帰宅支援ス テ ーシ ョ ン と し て

活用でき ると 考えた。 災害時帰宅支援ステーショ

ン と は、 災害によ り 交通機関が停止し た場合に、

帰宅困難者に水・ ト イ レ・ 道路情報・ 休憩場所の

提供等を 行う コ ン ビ ニや外食事業店舗のこ と で

ある 。 2 府 6 県 4 政令市（ 三重県・ 滋賀県・ 京都

府・ 大阪府・ 兵庫県・ 奈良県・ 和歌山県・ 徳島県・

京都市・ 大阪市・ 堺市・ 神戸市） を 代表する関西

広域連合と 事業者と の間で結ばれている「 災害時

における帰宅困難者支援に関する協定」 に基づい

て、 帰宅困難者の徒歩帰宅を 支援する。  

中京区のカ ラ オケ店及び映画館で 災害時帰宅

支援ステ ーショ ン と し て登録さ れて いる 店舗は

一店舗のみである。 そこ でステーショ ン数を 増や

す意味でも 、 災害時帰宅支援ステーショ ン制度を

京都市中京区、 ひいては関西全体のカ ラ オケ店・

映画館で適用さ せる必要がある。  

 帰宅支援ステ ーシ ョ ン の支援機能を 災害時に

有効に活用する ために、 関西広域連合主体で の

「 会員制度」 を提案する。 京都府に在住・ 通勤通

学する 人が関西広域連合に年会費を 払っ て会員

になっ て おく と 、 災害時にス テ ーシ ョ ン にて 飲

料・ 食料・ 休憩スペースなどを 無償で利用でき る。

加えて会員は普段から ステ ーショ ン 登録店舗で

割引などのサービスを 利用でき る。 年会費は関西

広域連合と 各ステーショ ン の事業者に支払われ、

ステーショ ンを 開設・ 運営する際の経費や収益に

充てら れる。 会員登録方法と し ては、 各ステーシ

ョ ン の災害時帰宅支援ステ ーショ ン ステ ッ カ ー

のそばに会員登録用 QR コ ード を 貼っ ておく 方法

が有効だと 考える。 またカ ラ オケ店ではテレ ビに、

映画館では予告に会員登録を 促す CM を流すこ と

で会員制度の周知を図る。  

 さ ら にステーショ ンと し てカ ラ オケ店・ 映画館

で 休憩場所を 提供する こ と によ り 分散帰宅も 促

進でき る。 加えて映画館の場合は座席間隔を 開け

る こ と やカ ラ オケ店で はグループ ご と に個室で

過ごせるこ と から 、 コ ロナウイ ルス感染症に対し

ても 十分な対策を と るこ と が可能である。  

 カ ラ オケ店・ 映画館を災害時帰宅支援ステーシ

ョ ンにし て会員制度を 取り 入れるこ と で、 帰宅困

難者と 企業の双方にメ リ ッ ト を生むと 共に、 帰宅

困難者の混乱や二次被害を 防ぎ、 分散帰宅を 促す

こ と も 可能になる。  

 

4. おわり に 

災害時、 ホテルやフ ァ ミ レ スまたはネッ ト カ フ

ェ などの滞在可能施設はすぐ に埋まる。 より 多く

の滞在可能施設を 用意し ておく こ と は、 こ れから

の災害に備えるためにも 重要である。  
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143

https://www2.city.kyoto.lg.jp/shikai/img/iinkai/kou
https://www.bousai.city.kyoto.lg.jp/0000000219.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000108904


 

災害時の性被害防止 
‐SNS 活用による情報収集と情報発信‐ 
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○阿久津 千優（Chihiro AKUTSU）・浅田 桃子（Momoko ASADA） 

・岸本 涼子（Ryoko KISHIMOTO） 
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キーワード：災害、性被害防止、SNS 活用 

 

1. 研究目的・意義 

日本で性被害発生の事実が知られたきっかけは

阪神・淡路大震災である。しかし、1995 年の

「被災地における人権」という集会の資料には

「女性が性被害にあったという噂があったが、兵

庫県警は『1件もない。デマである。』と否定し

た」と書かれていた(URL①)。そして女性が性被

害にあったという主張は「デマ」として扱われ、

女性らの経験を語る場は失われた。その後、東日

本大震災では被災地での女性の人権保護に向けて

政府の方針が、熊本地震でも内閣府男女共同参画

局から「男女共同参画の視点での避難所運営」に

取り組む旨の指示が出されるといった動きはあっ

たものの、依然として性被害に関する報告は集ま

りにくくデータとしても記録が少ない状況にあ

る。加えて車中泊の増加など避難形態の多様化に

より全体に男女共同参画の視点の普及が難化し、

性被害も潜在化した。そこで私たちは、避難所で

の性犯罪に関する安全の確保と現状の把握が不十

分であることから円滑な情報収集のための手段

と、また現行の取り組みに対する認知度の低さか

ら情報提供への工夫が、必要であると考えた。そ

れらに基づき、災害時の性被害に関する情報収集

と情報発信という点から政策を提言したい。 

 

2. 先行研究 

よりスムーズな情報収集・発信に向けて、2つ

の先行研究がある。 

 初めに、宮木(2012)の匿名コミュニケーション

による対人距離感の研究がある。ここでは 15 歳

から 44 歳の男女 1720 人に対し、匿名でのコミュ

ニケーションに対する意識調査を実施すると「自

らが匿名でいることで言いたいことを言いやす

い」とする人が男性 79.2%、女性 77.7%と男女共

に多いことがわかった。 

 次に、中野(2016)の災害時の性暴力に関する研

究である。災害時の性暴力撲滅に向け被災地でで

きることの提案をしており、その一つが「相談で

きる環境の整備」だ。性暴力に遭った時の通報

先・相談先の広報には、「災害後の性暴力を相談

していい」ことを知らせる効果がある。加えて、

被災地支援に携わる公的機関の職員やボランティ

ア、避難所のリーダー等には、災害後に性暴力の

発生リスクが高まることを認識して、適切な窓口

を知らせる役割があると述べられている。 

 

3. 先進的な取り組み 

災害時の性被害防止の最新事例として、熊本市

男女共同参画センターはあもにい(2018)がある。

はあもにいは回答者を育児中の女性に限定した

「熊本地震を経験した『育児中の女性』へのアン

ケート」を実施し、災害時の取り組みの結果や避

難状況を発表している。 

初めに、アンケート報告書によると、2回目の

地震直後の避難場所として最も多かったのは「建

物内と車中泊を含む自宅敷地内」の 556 人であ

る。その次に多かった「指定避難所」の 310 人と

大差をつけている。「親戚や知人宅」は 212 人と

3 番目に多かった。また、地震後の生活に直面し

た困難として「生活必需品の入手」が最多の 814

人であり、次に「正確かつ必要な情報の入手」が

363 人であった。 

 一方で、避難所運営の安全性を確保し子供を持

つ人が過ごしやすくなるよう、「性暴力 DV 防止

ポスター」の掲示や「親子ルーム」の設置を行っ

た。しかし、報告書では「ポスターを見た」人は

457 人中わずか 5人で、「親子ルームを知らなか

った」人は全体の 97%であった。この他にも避難

所での避難者へのヒアリングや意見箱の設置を通

して、女性のニーズ把握に取り組んでいた。 

 これらの結果から、避難形態の多様化と、取り
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組みと認知度の乖離が読み取れる。よって、従来

の情報収集・発信には課題があると言える。 

 

4. 現状調査 

 本件の現状を知るべく、2名の方にインタビ

ュー調査を行った。 

 一人目は NPO 法人国際ボランティア学生協会

IVUSA 事務局員の宮﨑猛志氏である。宮﨑氏によ

ると、「ジェンダー的な視点も含めて、日本の避

難所の環境は劣悪である」ことが分かった。女性

も含めた社会的弱者の保護や情報収集の仕組みが

不十分であることが、東日本大震災における国際

的な支援の中で世界に知られることになった。さ

らに災害における弱者とは「若い女性」に限らな

いことにも言及し、性に関する被害は被害者も言

いにくく周りも聞きにくいことが実態であると述

べた。 

 二人目は宮城県亘理町で東日本大震災に被災さ

れた森加奈恵氏である。森氏に「避難所で性的な

被害に受けたという声を聞いたことがあるか」と

尋ねたところ、あると答えた。しかし周囲も被災

している中、性的なものも含め自分の被害を訴え

ることは難しいそうだ。また、災害時への対策に

おける度重なる想定の必要から、避難所での性被

害の実態把握が不可欠であることも述べていた。 

 

5. 政策提言 

私たちはこうした実態を踏まえ、災害時の性被

害防止に向けた「SNS を利用した情報収集と情報

発信」を行うことを政策提言とする。まず、ある

先進的な取り組みを紹介したい。それは、国立研

究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法

人情報通信研究機構、株式会社ウェザーニューズ

と LINE 株式会社が協力し、開発された SNS と AI

を使った防災チャットボット SOCDA である(URL

②)。この SOCDA では、例えば、LINE から被災地

域にいると推定される方に対して「大丈夫です

か？」と問い合わせを行い、それに対して LINE

ユーザーが「無事です」、「事故が起きていま

す」、「怪我をしています」などというテキスト

と位置情報を送ることで、短時間での情報収集を

可能にする。しかし、この SOCDA では災害発生直

後の情報収集を目的に作られているため、避難後

のケアなどについては機能がない。 

  そこで、私たちの考える政策としては SNS の

メッセージで、被災者の方が自ら性被害の情報を

伝え、その情報を AI が集約して性犯罪の種類ご

とに分類し、自治体に報告する。そして、その情

報に基づき、場合に応じて、適切な相談窓口に案

内したり、避難所運営をしている人たちに伝えた

りすることができるというシステムである。この

システムのメリットとしては、被災者の方が情報

を伝える際、匿名性を維持することができるた

め、直接の紙のアンケートや聞き取りのアンケー

トよりも言いやすくなるということがある。ま

た、性被害を受けた・受けそうになったことを

SNS の利用により、即座に簡単に伝えることがで

きるという利点もある。また、今回調べてみて、

在宅避難など避難所以外での避難を選ぶ人が多か

ったことから、家庭内暴力に晒される危険性も読

み取れる。これらの危険から被害者を一刻も早く

保護すべく、即座に情報伝達が可能な SNS の活用

により、外部から被害者へ解決手段を提示するこ

とができる。 
 

6. まとめ 

 以上のように、避難形態の多様化や取り組みと

認知度の乖離といった現状から、災害時の性被害

の声が集まりにくく防止のための情報収集・発信

の仕組みが未熟であるという課題がわかった。そ

こで本論では、SNS の活用による災害時の性被害

防止に向けた情報収集と情報発信を提言した。被

災者が SNS を使用することで、避難形態に関係な

く情報を得たり、内容を周囲に知られることなく

被害を報告でき、より実態に即した取り組みを自

治体は行うことができると考える。 
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京都市の子供食堂の実態と支援のあり方 
 

京都産業大学 藤野ゼミ D グループ 

○武田世凪（Takeda Sena）・中村瑞穂（Nakamura Mizuho）・今西里穂子（Imanishi 
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キーワード：子供食堂、居場所 
 

1．研究の目的 

日本では、近年急速に NPO 法人など民間団体が

運営する子供食堂が拡大している。子供食堂は、

子供達に食事を無料もしくは低価格帯で提供する

ことからメディア等でのイメージは、子供の貧困

化対策として定着しているが、子供の居場所づく

り、子供達の「孤食」を避ける、親同士のコミュ

ニケーションの場など多様な役割があることが

数々の研究から指摘されている。 

本研究は、京都市の子供食堂の運営代表者に対

するインタビューや参与観察を通して新型コロナ

ウイルス感染症流行による影響も含む、その実態

を調査し、京都市における子供食堂の役割や意義

を考察することを目的とする。調査結果から地方

自治体、特に京都市がどのように子供食堂を支援

していくべきかという観点から政策提言する。 

2．先行研究 

 子供食堂の役割や意義について調査している代

表的な先行研究は 2つある。 

 1 つ目は湯浅(2017)で、これによると、子供食

堂の多くは交流拠点としての「共生食堂」と生活

課題の対応を目的とする「ケア付食堂」の 2 つに

分けられる。実際にはそれぞれが混ざり合ってい

るとし、湯浅（2017）は 4象限マトリクスとして

子供食堂を類型化している。 

2 つ目は、七星(2020)で、これによれば、子供食

堂の意義は、当初「子供の貧困対策」に目を向け

た活動であったが、「地域交流拠点」や「地域づく

り」に広がっていったとする。さらに、現代の子

供食堂は、育児を社会全体によって取り組むケア

空間としての形を有しているとする。 

 

3．インタビュー調査の方法 

 本調査は、2021 年 7～8 月に HP などから情報を

得て、京都市内の子供食堂に連絡を取り、返答の

あった 6 団体の運営代表者をインタビュー対象者

とし、インタビュー調査を実施した。共通の質問

6 項目をインタビューガイドに基づく半構造化面

接法である。インタビューは感染症対策を行った

上で各団体、1 時間程度実施した。また、Ｅ食堂

に許可を取り、食事提供日への参加という形で参

与観察も 1 度行った。F 食堂はすでに長期にわた

り参与観察している。インタビュー内容について

は、すべてトランスクリプトを作成した。 
表 1：調査対象団体一覧 

 
4．インタビュー調査の結果 

①各団体が意識していると当該団体の役割・意義 

A 食堂では「子供食堂は入り口」、B 食堂では「思

い出をプレゼント」、C食堂は「保護者のゆとりが

こどもの幸せ」、D食堂は「食べるだけでなくみん

なとここで成長していく」、E食堂は「今晩一緒に

家族になろう」など、役割・意義に関する特徴的

なキーワードが聞き取れた。このように意義は多

様であったが、インタビュー内容のトランスクリ

プトを詳細に分析した結果、「繋がり」や「居場所」

というワードがどの食堂からも頻出した（表 2）。

そこで、どの食堂も共通して、「子供の居場所づく

り」に重きを置いていることがわかった。 

E 食堂での参与観察では、食事中には親と子供

が話している場面が多く見られ、親子のコミュニ

ケーションの場の機能もあると言えるだろう。学

習支援も実施している。また、ボランティアの世

代は多様で和気あいあいとコミュニケーションを

とっていた様子がみることができ、擬似的な地域

コミュニティや昔の大家族のコミュニティを作り、

人と人とが繋がる場所としても機能していた。 

F 食堂ではボランティアが良い素材を使用した

弁当提供を行い、利用者に食事の支援を行ってい

た。 

さらに子供食堂運営者が利用者とコミュニケー

ションを取ることで知った利用者が抱えている問

題とその対応については次の通りである。 

(1）共働きの影響で親の家事育児の負担が増加し

ている。（B,C,D,E）  

(2)地域の繋がりの希薄化。（E）  

(3)家庭内で解決できない問題の解決。(A,C,D，E) 

さらに C食堂や E食堂では、児童虐待の避難場所

の機能も果たしていることが明らかになった。 

このことから、湯浅(2017)に従い、調査食堂を類
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型化すると次のようになる。調査した食堂から

は、共生食堂タイプがあることがわかった。ま

た、どの象限にも該当することがわかった。 

 
図 1：子供食堂の類型化 

表 2：インタビュー内容から抽出された頻出語

 
表 3：各子供食堂への聞き取り内容 

 
②子供食堂の課題 

聞き取りの結果次のような課題がわかった。 

（1）自分達の活動の伝達方法 

 どの食堂も共通して利用者の多くをリピーター

が占めている。新規利用者が増えないという課題

を抱えている。真に必要としている人達に届いて

いないという不安を抱えている。 

（2）補助金へのアクセス等 

子供食堂の活動において、食材の調達や活動資

金は京都市子供の居場所づくり支援事業補助金制

度や国の休眠預金の利用や寄付、フードバンクが

重要な役割を担っている。そうした支援を得るこ

とで、子供食堂の活動を継続している子供食堂が

大半を占めるが、補助金や寄付の受け取りには格

差がある。支援金等の情報を知らないとする団体

もある。始めた年数の浅い団体は認知度が低く、

寄付金が集まりにくく、ネットワークを築けてい

ないという問題を抱えている。 

③新型コロナ感染症の影響 

 新型コロナ感染症の影響についても聞き取った。 

 A 食堂はコロナ流行の関係で、弁当配布に切り

替えため、前よりも集客数が増加した。一方で B

食堂は、コロナ流行により自営業の業績悪化した

め、コロナ流行後、子供食堂の実施を停止してし

まった。D 食堂は、コロナ流行により家庭環境が

悪化していると思われため、コロナ流行後子供食

堂を設置し運営を始めた。一方で、E 食堂はコロ

ナ禍においても利用者から活動を再開してほしい

という声があり人数制限をした上で子供食堂を実

施しているため、流行前より集客数自体は減少し

ている。F 食堂はコロナ流行後弁当配布に切り替

えたが、集客数はコロナ流行前と変化がなかった。

C 食堂はコロナ流行前後も変化なく子供食堂を実

施している。このように、コロナ流行によりほと

んどの食堂が影響を受け、縮小しているが、開始・

停止の正反対のケースが見られた。 

 

5．政策的示唆 

 本研究では、調査は 6団体にとどまったが、そ

れでも子供食堂は多様な意義と役割を担っている

ことがわかった。行政は、その多様性を認識し、

それぞれの子供食堂の活動に沿った支援を進める

必要がある。そのために行政は特に民間団体であ

る子供食堂との関係を密にし、情報のやりとりを

することは必要不可欠であると考える。情報のや

りとりをする一例として市職員も参与観察やボラ

ンティアとして参加が推奨されるだろう。 

さらにインタビューから見えてきた子供食堂の

課題から 3つの政策を提案する。 

1 つ目の政策として、子供食堂の活動の広報に

関する支援である。現在、京都市では、市 HP で子

供食堂の場所等の情報提供をしている。しかし、

食堂側は、団体の認知に対し不安をもっているた

め、さらに情報提供を強化する必要がある。具体

的には市営住宅の案内する際にその地域の子供食

堂の情報を提供したり、区役所等でのチラシとし

て渡すなど子供のいる家庭が子供食堂の活動を利

用する機会を得ることができると考える。 

 2 つ目の政策として、京都市が行っている子供

食堂支援金制度や企業の支援金を周知する活動を

提案する。そうすることで、様々な年代が苦労す

ることなく、情報を取り入れることができること

で資金難が原因で子供食堂の活動を諦めることが

なくなり、より多くの家庭・子供のケアをするこ

とに繋がる。特に新しい子供食堂を優先して、支

援金がまわるようにすることは重要である。 

 3 つ目の政策として、子供食堂の利用者の問題

を、すぐに京都市に繋げることができるようにす

ることである。ケア付き食堂としての機能を持っ

ている団体に対しては、行政が情報のやりとりを

頻繁に行うことで、ケア付き食堂の利用者の子供

が抱える問題に対して迅速に解決することができ

る関係性を築くことである。町内会組織が低迷化

していく中で、子供食堂等いわゆる NPO 法人の役

割・意義を重要視していくことが今後重要とな

る。            
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新たなる地域内循環の形成と福祉サービスの拡充 
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1．はじめに 

近年、全国的に高齢化や人口減少が進行してい

る。特に、地方や中山間地域ではその影響が著し

く、各地で高齢者に対する様々な政策や取組が行

われている。高齢化が進む社会で、高齢者一人一

人が、より生き生きとした暮らしを送り、支え合

って生きていける環境を地域単位で構築すること

が重要であると考える。 

本研究では、京都府の中山間地域である相楽郡

笠置町を研究対象とし、社会福祉協議会の福祉サ

ービスに焦点を当て、高齢者の介護、福祉に関す

る政策や取組を検証し、高齢者と地域の双方にと

って、より豊かな社会を目指すための提案を述べ

ていく。 

 

2．笠置町の現状  

2.1 笠置町の概要 

京都府相楽郡笠置町は、総人口 1,213 人(令和 3

年 10 月 1 日現在)で、京都府の最南端に位置する

自然豊かな地域である。キャンプ場やボルダリン

グができる施設等もあり、週末は観光客で賑わう。

また、人口増減率は 2010 年から 2015 年までの 5

年間で－15.87％となっており、人口減少が急速に

進行している。 

 

2.2 笠置町の高齢者の現状 

笠置町の高齢化率を見ると、令和 2年(2020 年)

の時点で 51.2％であり、京都府の 28.9％、全国の

27.9％という数値と比べても、笠置町の高齢化率

は非常に高いことが分かる。また、要介護認定率

をみても京都府、全国と比べて高いことが分かっ

た。さらに、笠置町の介護給付費をみると平成 28

年度では 226,907,381 円、令和元年度では

248,014,620 円と、その間多少の増減はあるもの

の、結果として増加していることが分かった。 

 

3．課題 

笠置町の「第 9次高齢者福祉計画第 8 期介護保

険事業計画」において計画の策定にあたり、令和

元年 2 月上旬から 2 月 14 日に、65 歳以上の一般

高齢者及び要支援認定者を対象とした介護予防日

常生活圏域ニーズ調査（以下、ニーズ調査）と、

在宅の要介護認定者を対象とした在宅介護実態調

査（以下、在宅調査）が実施された。 

調査の中の「現在の生活で不安を感じているこ

と」という項目では、ニーズ調査、在宅調査とも

に「自分の健康のこと」が最も多く挙げられた。

次いで、ニーズ調査では「配属者や家族の健康の

こと」在宅調査では「自分が寝たきりや認知症に

なること」が 2番目に挙げられており、健康問題

に関する不安を抱えている人が多いことが、調査

結果から読み取れる。 

加えて、笠置町における高齢者 75 歳以上 1 千

人あたりの介護職員の人員数は全国平均が 74.7

人であるのに対し、笠置町は 25.87 人と比較的少

ない。また、医療施設は一般診療所が 1 つ、歯科

口腔外科診療所が 1 つ、薬局が 1つある。町の高

齢化率やアンケート調査の結果をみても、介護・

医療・福祉に関するサービスが十分に足りていな

いことが予測できる。 

このことから私たちは、笠置町は高齢者の健康

問題に向き合い、高齢者に対する支援やサービス

をより充実させる必要があると考える。 

  

4．笠置町における福祉サービスの状況 

4.1 社会福祉協議会の必要性 

笠置町において、福祉サービスを提供している

のは主に社会福祉協議会であり、企業や NPO 団体

が行っているものは極めて少ない。そのため笠置

町における社会福祉協議会の重要性は高いと考え

られる。このことから、社会福祉協議会に焦点を

当てて福祉サービスの充実について考えていく。 

 

4.2 高齢者に対する取組 

笠置町の社会福祉協議会が高齢者に対して行っ

ている取り組みを 3 つ挙げる。 

1 つ目は在宅福祉サービス活動事業の「高齢者

ひとり暮らし・高齢者夫婦世帯、配食弁当サービ

ス」である。これは毎月第 2、4 金曜日に配食弁当

（1食 500 円）にてサービスを行っている。 

2 つ目は高齢者生きがい対策事業の一環として

行っている「書道教室」と「ちぎり絵教室」であ
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る。書道教室は毎月第 1、3 水曜日に開催してお

り、延べ 184 人が参加している（平成 27 年度時

点）。また、ちぎり絵教室は毎月第 3金曜日に開催

されており、延べ 68 人が参加している（平成 27

年時点）。 

3 つ目は京都府老人クラブ連合会に含まれてい

る「笠置町老人クラブ連合会」である。これは高

齢者同士が支え合う「友愛活動」を一層推進させ

るとともに、仲間づくりの輪を広げる「会員増強

運動」である。 

これら 3つの活動は、高齢者の健康増進を目指

したものや、高齢者の趣味を活かした活動である。 

私たちはこれらに収益を生み出すことができれ

ば、より高齢者に豊かな生活を与えることができ

ると考える。 

 

5．仮説 

埼玉県にある「BABAlab さいたま工房」では、

100 歳まで働けるものづくりの職場を目指すこと

を目的に、商品開発から販売までを高齢者が行っ

ている。得意の裁縫を生かした商品を製造するな

ど、自分の好きなことやできることを活かして働

く職場を作り、趣味の延長で行う活動や高齢者が

継続して楽しく働ける環境を作ることによって収

益を生み出すことに繋げている。こうした事例は、

様々なメリットが考えられるため、より画期的な

ものであると考える。 

そこから着想を得て、私たちは、地域で高齢者

が生き生きとしながら活動ができる環境を作るこ

とに加え、その活動が地域にお金を生み出すこと

ができれば、社会福祉協議会が行う福祉サービス

の充実が実現されるのではないかと仮説を立てた。 

 

6．政策提案 

笠置町にある株式会社 RE-SOCIAL は、これまで

獣害として大量に処分されていた鹿をジビエ肉と

して加工、販売することによって付加価値を付け、

地域資源へと生まれ変わらせるソーシャルビジネ

スに取り組んでいる。  

RE-SOCIAL にヒアリングを行うと、鹿肉の加工

の際に発生する鹿の皮が廃棄されている現状にあ

り活用されていないことが分かった。 

そこで、これまで活用されていなかった鹿の皮

を利活用して商品を製作し、その製造過程の一部

を地域の高齢者に担ってもらい、完成した商品を

販売する段階を笠置町の社会福祉協議会が事業と

して担う仕組みを提案する。 

実際に私たちは 3 つの商品を開発し、販売が実

現すれば合計で年間約 140 万円の収益の創出が見

込まれている。この収益を地域の福祉サービスの

充実のために活用することが有効であると考える。 

加えて、生きがい対策事業で既に展開されてい

る「写真教室」と「ちぎり絵教室」に対する仕組

みづくりも提案する。現在開催されている教室に

おいて作られた作品を地域内の旅館、飲食店に有

償提供するものである。 

このように今ある活動や事業に収益を生み出す

仕組みを創り出すことによって、社会福祉協議会

の収益が向上し、そこから主に 2つのメリットが

生み出される。 

1 つ目は、福祉サービスの充実である。社会福

祉協議会の収益が向上することで、幅広い福祉サ

ービスを行うことができると見込まれる。福祉サ

ービスには、在宅介護で利用できる介護保険サー

ビスの充実や、介護施設の新設に繋がりやすいと

考える。これらは、第 8 次高齢者福祉計画・第 7

期介護保険計画にある基本目標 3「安心して介護

サービスを使えるまちに」にも掲げられているこ

とであるため、充実させるべきであると考える。 

2 つ目は、高齢者の健康増進である。仕事では

なく、趣味の延長で行う活動に収益が生み出され

ることで、高齢者のコミュニティの創出や生きが

い・やりがいにも繋がりやすく、また活動を行う

中で、手先を動かし、認知症予防にもなると考え

る。 

 

7．まとめ 

これらのことから高齢者の QOL をより高めるこ

とができ、サービスが充実することによって、高

齢者にも間接的な利益を受けることができる。よ

って高齢者や地域の双方にとってより豊かな社会

が実現すると考える。 
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パン 屋×子ども 食堂＝SDGs 
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キーワード ： 食品ロ ス、 子ども 食堂、 パン  

 

1． はじ めに 

 現在、 日本は食品ロスと いう 大き な問題を抱え

ている。農林水産省は年間 2531 万ト ンの食品が廃

棄さ れていると 公表し ている。 そのう ち、 本来 

は食べら れるにも かかわら ず、 捨てら れている食

品は年間 600 万ト ンも あると さ れている。こ れは、

単純計算で国民一人当たり 毎日お茶碗一杯分を廃

棄し ていると いう こ と になる。  

食品ロスは生産・ 製造現場から 飲食産業、 そし

て家庭まで多様な場で発生し ているが、 本研究で

は、 パンに焦点を当てるこ と にする。 京都府はパ

ンの消費量が全国で上位に入る一方、 廃棄する量

も 多いこ と が問題視さ れている。  

そこ で、 パン屋の廃棄分による食品ロスを 減ら

すために、 どのよう な対策を 講じ る必要があるの

か、 また別の用途で再利用するこ と はでき るのか

について施策を 考えそれを提言し たい。  

 

2.  パン屋での廃棄の現状 

 パン屋が直面し ている問題と し て上述し た通り

廃棄さ れるパンが多いこ と が挙げら れる。「 r ebake」

が独自に行っ た調査によると 、 一日に廃棄さ れる

パンはおおよそ全体の 5～10％と さ れている。 10

個作っ たパンのう ち、1 つは廃棄さ れているのだ。

こ れら のパン屋の食品ロスの原因は主に 2 つある。 

 １ つ目は、 天候に左右さ れると いう 点である。

厳し い暑さ の日や雨の日、 雪の日などはお店に足

を 運ぶ人が減るこ と によっ て、 売上が落ちる。  

 ２ つ目は、 規模の大きいお店の場合、 陳列棚に

空き を見せないパン屋の方針があるから である。  

そのためパンを 過剰に作ら ざるを得ず、 廃棄ロス

が生まれる。  

 こ れら が原因で廃棄さ れるパンは、 その物自体

に不備はなく 、 日持ちのするも のも あれば、 冷凍

保存可能なも のも 多い。 廃棄するのではなく 再利

用でき る用途を 与えるこ と で、 合理的に食品ロス

を 減ら すこ と ができ るのではないか。  

 

3.  子ども 食堂の状況 

日本では2015年時点で子供の7人に１ 人が貧困

状態に陥っ ていると いわれている。 そう し た社会

状況を反映し て、 子ども に無償または安価で食事

を 提供する、 子ども 食堂と 呼ばれる NPOによる施

設が近年増加し てき た。 下の図 1 の通り 、 2016 年

時点では 319 箇所だっ たが、 2020 年には約 15 倍

の 4960 箇所になっ ており 、増加傾向が顕著に表れ

ている。  

 
図 1 こ ども 食堂全国箇所調査 

出典: NPO法人全国子ども 食堂支援センタ ーむすびえ( 2020

年)  

 

子ども 食堂の献立は、 栄養士が携わっ て考案し

ていると こ ろ も あり 、 レパート リ ーは拡大傾向に

はある。し かし 、パンを主体と し た献立は少ない。

先に述べた原因で売れ残っ たパンをこ こ に結び付

けて提供するこ と ができれば、 食品ロスを低減す

る一助になると と も に、 食堂運営 NPOの食材コ ス

ト を 下げるこ と ができ るし 、 子ども たちが喜ぶ料

理のレパート リ ーを増やすこ と ができ る。  

 

4.  政策提言 

私たちの提言は、 京都市内のパン屋各店舗で売

れ残っ たパンの情報を一つのサイ ト に集約し 、 そ

こ に子ども 食堂運営 NPOがアク セスし て、 適宜そ

のパンを無償で提供し ても ら える仕組みを構築す

ると いう も のである。  

まずこ の情報提供のための WEBサイ ト を用意す

る。 パン屋には、 当日残っ たパンの種類や量、 消

費期限などの情報をこ のサイ ト 上に入力し ても ら

い、 それは即表示に反映さ れる。 品は必要に応じ

各店舗で保存（ 冷凍も ） し ても ら う 。  

一方、 子ども 食堂 NPOはそのサイ ト にアク セス

し 情報を見て、 各自その時欲し いも のがある店舗

に連絡し 受け取り に行く 。  

こ の WEBサイ ト の設置には、 専用サーバーを 置
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けば月額 5000 円以上の費用がかかるが、無料ホー

ムページやブログ設置サービスを利用すればコ ス

ト はかから ないし 、 役所や NPOの既存システムを

利用するこ と も 想定可能である。 実際の情報入

力・ 提供画面の作成には京都橘大学情報工学科の

力も 借り るこ と ができ る。 いずれにし ても 、 大き

なコ スト をかけずに実践でき るこ と は、 こ のサー

ビスの本質にも 合っ ていると 考えら れる。  

なお、 賞味期限切れ廃棄予定の商品を有効利用

し よう と いう コ ンセプト では、「 TABETE」 と いう 類

似し たサービス（ アプリ ）がすでに存在し ている。

こ ちら は廃棄予定の商品を安価で販売・ 購入する

こ と を目的と し ており 、 こ こ で提案する子ども 食

堂向けの無償と いう コ ンセプト と は趣旨・ 目的が

異なるも のである。 また、 私たちの提案では特に

専用アプリ 等の開発も 必要と し ない。  

私たちの提案するこ のサービスの実施に当たっ

ては、 まず当面京都橘大学の位置する山科区から

運営を始めていく こ と を想定し ている。 山科区に

は現在、パン屋が約 20 店舗、子ども 食堂が 6 軒存

在し ている。 こ れら に直接参加を呼びかけるこ と

で開始する。 店舗や NPOへの参加の働き かけは、

ぜひ区役所担当部署から も 進めて欲し いと 期待し

ている。 仕組みができ て上手く 回転するよう にな

れば、 京都市内をはじ め他地域への応用も 可能に

なるだろ う 。  

 

5． おわり に 

食品ロス問題は、SDGs の 12「 つく る責任つかう

責任」 の目標に該当し ている。 ただ、 本提案はそ

れだけでなく 、 それを子ども 食堂と 結びつけるこ

と で 2「 飢餓をゼロに」、 3「 すべての人に健康と

福祉を」 などにも 対応し ているし 、 地域内でのパ

ン屋と 子ども 食堂の連携と いう 点では 11「 住み続

けら れるまちづく り 」 にも 展開する要素を 持っ て

いる。  

こ の提言は、 食品ロスと 子ども の貧困、 2 つの

社会課題への取り 組みと し て、 比較的小さ く 身近

なと こ ろ から 始めら れると いう 点が特徴だと 考え

ている。  

こ う し てパンを 食べた子供たちが、 将来そのパ

ン屋の客層と なり 、 フ ァ ンと なっ てく れるこ と を

期待する。  
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タイムバンキング「おかげさまクレジット」導入案 
‐京都市における新しいボランティアのかたち‐ 
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1. 問題意識 

2017 年に京都市民 4000 人を対象に京都市が実

施した「市政総合アンケート」では、「地域の住

民同士のつながりは強くない」と答えた人が

54.1%と半数を超えており、地域のつながりの希

薄化がうかがえる。地域のつながりに関して株式

会社日本総合研究所は、市民活動が活性化すれ

ば、地域貢献への意識向上、人口流出の縮小とい

った地域のつながりの形成が促されるとしてい

る。すなわち地域課題の解決には、住民の主体的

な参加を前提とした地域のつながりが不可欠であ

る。これまでの住民参加は、公共心をもった無報

酬のボランティアに頼ってきた。しかし、2019

年に実施された同アンケートの調査によると、

2019 年度のボランティア参加率はわずか 21.8%に

とどまっている。無私の住民の出現を待っていて

も、地域の課題を解決することはできない。従っ

て、互酬的な性格をもち、市民を惹きつける新し

いボランティアのかたちが求められている。 

 

2. 現状分析 

互酬性に基づくボランティアを促す政策の一つ

に地域通貨が挙げられる。地域通貨は、地域に貢

献する活動に応じて報酬を通貨の形で得る仕組み

である。この政策では通貨の価値をインセンティ

ブにし、地域に貢献する活動を引き出すことで、

互酬性を生み出してきた。 

しかし、地域通貨の仕組みには以下の 3つの課

題がある。第 1に、活動内容に制限がある点であ

る。通貨の付与者が対象となる活動内容を逐次提

示しなければならず、幅広いニーズに対応するこ

とができない。第 2に、通貨の発行量を常に管理

しなければならない点である。通貨という性格

上、インフレ・デフレの管理が不可欠となり、専

門的な知識が必要になる。第 3に、市場と競合す

る点である。地域通貨は、ある地域で現金の代わ

りに使用される。地域通貨をボランティアの報酬

としても、賃金労働と同じである。 

そこで、私たちは、「タイムバンキング」とい

う制度に着目した。これは内容に関わらず、自分

が提供した労働時間がクレジットに還元される制

度である。 

海外でも、様々な形でタイムバンキングの仕組

みが運営されている事例がある。たとえば、イギ

リスのウェールズ地方ブリッジェンドブラインガ

ルでは、炭鉱の閉山を契機とした失業者の増加に

よる治安の悪化・コミュニティの崩壊・人口流出

といった地域の課題に直面していた。これらの問

題を解決することを目的として、2004 年に、タ

イムバンキング制度が採用された。ここではごみ

拾いやクラブの運営などの活動を 1時間当たり 1

タイムクレジットとして、活動時間分のタイムク

レジットを付与し、獲得したクレジットをカフェ

での利用やイベント参加に使用できる。この制度

が導入された結果、住民同士の交流が深まり地域

が活性化し、先述した社会問題の改善に寄与した

と言われている。 

日本でも、いくつかの地域でタイムバンキング

制度が活用されている、私たちは大阪市中央区

で、タイムバンキング制度を運営している、特定

非営利活動法人ボランティア労力ネットワークの

理事である森脇宜子氏と前理事の竹中清子氏にヒ

アリング調査を行った。ここでは 1時間を 1クレ

ジットとし、獲得したクレジットは子育て支援や

障子張りなど様々なサービスに使用できる。森脇

氏らは、この活動を通し時間に余裕がある人とな

い人が補い合い助け合うことで、人と人とのなが

りが築かれると語っていた。 

以上のように、タイムバンキングは地域通貨に

おける 3つの限界を克服している。タイムバンキ

ングは活動内容に制限がなく、通貨を発行しな

い。加えて、これは市場と競合しない。広井

(2017）は福祉を公共私の三形態に分類し、市場

は交換の性格を持つ「私」的原理とする。これに

対し、互酬性の性格を持つ福祉は「公」的原理と

分類している。タイムバンキングは互酬性に基づ

く「公」的原理といえるため、私的原理の市場と

は競合しない。 

しかし上記の先行事例においては、サービスを

受ける必要のない世代には、クレジットを得る動

機付けがない上に、サービスを積極的に提供でき

ない世代はクレジットを得る手立てがないという

課題がある。そこで本稿では、タイムバンキング

を基盤としつつ、長期積立を促す「おかげさまク
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レジット」提案する。 

 

3. 政策提言 

「おかげさまクレジット」は、マルセス・モー

スの『贈与論』から着想を得たものである。モー

スが贈与体系の必要条件とした「与える義務」

「受け取る義務」「お返しする義務」に即して、

タイムバンキングの仕組みを構築する（モース 

2014）。 

3-1. 制度の概要 

おかげさまクレジットは、京都市内で導入す

る。ある人がボランティアで他人のために 1時間

の時間を提供した場合、6クレジットを獲得す

る。そのうち 1クレジットは貯蓄に回すことで、

長期積立型の利用を促し、短期交換型との両立を

図る。積み立ては 65 歳未満を対象とする。 

時間の交換は、個人と個人、個人と行政の間で

行われる。個人間の具体的な活動内容は、病院へ

の送迎や庭の手入れ、産後の家事の手伝い、家事

支援などが想定される。対して個人と行政間で

は、地域イベント開催の手助けや公共施設の掃除

などである。クレジットは、アプリによって管理

される。活動を通して獲得したクレジットは、個

人や京都市に贈与及び寄付することができる。お

かげさまクレジットは、京都市の総合政策室が担

当し、アプリの開発を行うための体制を作る。 

3-2. おかげさまクレジット利用の流れ 

(1)利用希望者にアプリをインストールしてもら

う。 

(2)利用者に向けて、アプリ内でのチュートリア

ル及びルールブックを配布し、制度の仕組みに対

する理解を促す。 

(3)利用者が貢献できる分野、利用したい分野、

参加したいイベント等、所定の様式に記入を求め

る。 

(4)登録が完了したら、1クレジットを付与し、

利用者は本制度の利用を開始する 

3-3. アプリの機能 

アプリの主な機能はクレジットの管理・マッチ

ング・市内マップの表示である。マッチングの

際、提供者と利用者は共に相手の性別や年齢層を

選択することができる。活動後、利用者が評価

(良い・普通・悪い)をすることで、全体の活動水

準は一定に保たれる。市内マップは、利用者のス

キル・ニーズをマップ上に表示し、需要と供給を

可視化することができる。 

3-4. おかげさまクレジットのメリット  

おかげさまクレジットのメリットは、以下の 4

点である。第 1に、システム利用者同士が顔の見

える形でサポートし合うことで、市民間のつなが

りを強めることに貢献する。第 2に、提供する活

動内容が限定されないため、幅広いニーズに対応

でき、様々な地域生活問題の解決に役立つ。第 3

に、長期積立により、自分の行ったボランティア

の蓄積を確認することができ、その分だけサービ

スを余計に受けることができる。第 4に、行政が

運営することで、信用が確保され、イニシャルコ

ストを税金で賄うことができる。 

 

4. 展望 

「おかげさまクレジット」は、奉仕精神のみに

依存しない、新しいボランティアの形を提案する

ものである。水野・加藤(2008)によると互酬性に

基づく奉仕の経験の繰り返しが公共心を育んでい

くとしている。この意識変化とおかげさまクレジ

ットの仕組みによって、ボランティア活動が持続

可能なものになる。加えて地域住民の交流を促

し、顔の見える関係を形成することで、地域福祉

を推進する基盤となる。 

また、本システムの導入により、市内の各地域

コミュニティにおけるつながりの強さを可視化す

ることができ、まちづくりにとって重要である地

域のつながりの変化をモニターすることができ

る。 
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旧市街地エリア再創造に向けた 

古民家シェアリングモデルの創出 

‐交流の場としての可能性‐ 
 

地域経営学部 谷口ゼミ リノメイションチーム 

○山﨑愛悟（Masato Yamazaki）・三浦純子（Junko Miura）・ 

木村明日香（Asuka Kimura）・三宅泰輔（Taisuke Miyake） 

（福知山公立大学地域経営学部地域経営学科） 

キーワード：古民家活用、エリアマネジメント、交流 

 

1. はじめに 

 近年、コミュニティを取り巻く環境は大きく変

化し、特に少子高齢化・人口減少は、地域社会に

大きな変化を生み出している。公益財団法人日本

都市センター(2020)によると、「社会情勢の変化

や個人の価値観の多様化により、地域活動への無

関心、若者の地域離れ等が課題となっている。特

に世代間での地縁型コミュニティに対する意識や

価値観の乖離が生じている」としている。 

本研究対象地域である福知山駅から北側エリア

は、駅南の開発が進んだこともあり、シャッター

商店街となり、街としての賑わいに欠ける。地域

コミュニティの衰退も懸念され、地域コミュニテ

ィが希薄化することは、治安、防災、防犯などの

面に悪影響を与えかねない。若者の地域離れを抑

制し、誰もが住み良い社会を作り上げるために多

世代のつながりを深めることは重要である。 

 加えて、総務省統計局(2019)によると、全国の

空き家数は約 849 万戸、全住宅に占める空き家の

割合は13.6%となり、過去最高記録となった。「空

き家については増加の一途を辿っており、防災、

衛生、景観等の面で影響を及ぼす社会問題が発生

いている。空き家の有効的な利用のための対応が

各地において必要とされている(引用：総務省統計

局)」としている。 

 我々は「地域コミュニティの希薄化」「空き家

の増加」この二つに問題意識を抱いている。 

 

2. 研究目的 

本研究では、福知山旧市街地エリアにおける古

民家「さつき荘」を多様な用途でシェアすること

で、地域コミュニティの活性化及び空き家・古民

家活用モデルの創出を目指す。また、周辺エリア

を一つの街「サツキシティ」とし、「さつき荘」

を観光や地域の交流活動の拠点とすることで、新

たな賑わいを生み出すことを目標としている。さ

らに、古民家活用空き家活用の一事例として他地

域に発信し、全国的な空き家の減少、地域コミュ

ニティの再生を促したい。現段階では二つの実践

調査を行い、それぞれ「交流の場」「コワーキン

グの場」としての可能性を探った。 

 

3. 実践調査 

3.1 「地域交流」に関わる実践調査 

1)調査目的及び調査方法 

第一に、「さつき荘」が地域コミュニティの場

として成り立つかどうか疑問を抱いた。そのた

め、本調査では、地域交流の場としての可能性を

探ることを目的とし、「BBQ」という手段を用い

た実践調査を行った。実施場所は「さつき荘：

庭」、調査対象は地域の方々、大学生とし、グル

ープに分かれてBBQ＋自由交流を実施した。実施

後、参加者アンケートを取った。(図 1) 

図 1. BBQ＋自由交流 

 

2)調査結果 

 アンケート調査によると、「過ごしやすいスペ

ースで地域の人と交流することができた」「屋

外で開放的な点やお洒落な雰囲気、BBQ 等、非
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日常的な空間であるため、普段のゼミ活動とは

違い、気楽に何でも話せる環境が良かった」な

どが挙がった。また、地域交流の場としての可能

性を問い、参加者全員が「可能性はある」と回答

した。改善すべき部分としては、BBQのプログラ

ムに関することが挙げられた。 

 

3.2 「コワーキング」に関わる実践調査 

1)調査目的及び調査方法 

地域交流調査に加えて、本調査では、コワーキ

ングの場としての可能性を図ることを目的として

いる。「さつき荘1階：新町リビング」「さつき荘：

庭」を利用し、飲み物やお菓子を食べながら、近

いテーマで活動する上級生と下級生によるアイス

ブレイクを含めた意見交換会を実施した。議題は

「ゼミ活動の進め方」「将来のことについて」であ

る。実施後、「コワーキングとしての可能性」をテ

ーマにフィードバックの時間を設け、さらに参加

者アンケートを取った。（図2） 

図 2.「さつき荘：屋内」意見交流会 

 

2)調査結果 

 フィードバックタイムとアンケート調査による

と、「開放感があり、リラックスしながら気楽

に話すことができた」「外では沈黙がかき消さ

れやすい」等が挙がった。また、「異なるテーマ

でも話してみたい」「他のゼミメンバーとも交流

してみたい」という意見も出た。加えて、コワー

キングの場としての可能性を問い、参加者全員が

「可能性はある」と回答し、活動に対しては多く

の満足感を得た。 

 
4. 考察 

古民家活用の一環として、それぞれ「交流の場」

「コワーキングの場」としての可能性を探るため

の実験を行ってきた。二つの調査結果から、ミー

ティングスペース及びワーキングスペースとして

の可能性を見出すことができたと言える。 

まず、「さつき荘：屋内」において、さつき荘1

階は和室である。椅子を使わずに会議を行うこと

により、会議室の堅苦しい雰囲気とは違い、リラ

ックスして話しやすい雰囲気づくりに繋がった。 

次に「さつき荘：庭」においては、非日常的な

空間づくりを行うことができ、商店街で再生され

ているBGMや街のざわめきが聞こえてくる。その

ため沈黙が苦にならず、話しやすい雰囲気づくり

に繋がった。一方、物理的空間に加えて、提供す

るプログラムの重要性にも気づくことができた。 

本実践調査で、「本音を引き出しやすい環境」が、

さつき荘の強みであることが明らかとなった。さ

つき荘は商店街の中に存在し、大学生が場作りを

行っている。「商店街×古民家×大学生」と関係要

素の特性を活かした取り組みを行うことにより、

さつき荘周辺エリアだからこそ生み出せる界隈づ

くりを行うことができる。さつき荘でのシェアハ

ウス、ワーキングスペース、コミュニティスペー

スが実現すれば、観光客、学生、地域住民が集う

場所となり得る。3 つの属性の人々が集うことに

より、今まで福知山には存在していなかった交流

が生まれ、福知山の新しいコミュニティを生み出

すことができるのではないだろうか。 

 

5. おわりに 

 二つの実践調査による旧市街地エリアの地域住

民や同じ地域課題に取り組む後輩との関係構築を

通し、課題解決のアイデア及び新たな課題に気づ

くことができた。 

本実践調査では、比較的身近な人を対象とした

活動であったが、今後は「誰でも入りやすい」

「関わりやすい」をコンセプトとし、多様性に富

んだ活動の場を提供したい。そのため、「さつき

荘」をゲストハウスとして活用し、観光や地域の

交流活動の拠点になり得るか、可能性を探ってい

きたい。また、「さつき荘」を拠点とすることに

よる周辺エリアでのイベントへの参画、企画やま

ちの資源となる店舗や施設の復活を目指してい

る。 
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子ども のための「 サード プレイ ス」 の創出 
‐ JOCA大阪の事例研究と 政策提言‐  

 

龍谷大学経済学部神谷祐介ゼミ  G. G. さ と う グループ 

○佐藤 匠( Sat o Takumi ) ・ 伊藤 麻里( I t o Mar i ) ・ 岡田 紗帆( Okada Saho) ・  
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（ 龍谷大学経済学部国際経済学科）  

キーワード ： 子ども の居場所、 サード プレイ ス、 JOCA大阪 

 

1.  はじ めに 

 新型コ ロナウイ ルスの感染拡大を 受け、 昨年来

週、 外出自粛や学校の休校措置が取ら れた。 外出

自粛により 、 人と の交流は極めて少なく なり 、 精

神的な不安や孤独を 抱えている 人々が増加し た。

さ ら に、 子ども たちの教育・ 遊び・ スポーツなど

の機会の減少、 不登校児童の増加、 家庭内での子

ども の虐待が深刻な社会問題と なっ ている。  

 

2.  現状分析 

2020 年 4 月に第 1 回目の緊急事態宣言が発令

さ れた際、 多く の地方自治体では、 公園やスポー

ツ施設を 閉鎖し た。 例えば、 名古屋市では、 市内

の複合型遊具の使用が禁止さ れ、 ブラ ンコ やシー

ソ ーなどの遊具に「 立ち入り 禁止」 と 書かれたテ

ープが巻かれ封鎖さ れた。 その後、 現在に至るま

で、 全国各地で子ども が存分に学んだり 、 遊んだ

り 、 他者と 交流し たり する機会は制限さ れている。 

子ど も や保護者が抱え る メ ン タ ル面で の問題

に関し て、 国立成育医療研究センタ ーが 2020 年

11 月から 12 月にかけて、 小学 1 年生から 高校 3

年生までの子ども 371 人と 0 歳から 高校 3 年生の

保護者 3, 152 人を対象に行っ たアンケート では、

約 40%の子ども たちが誰かと 話し たり するこ と で

スト レスを減ら すこ と ができ ていないと 答え、 放

課後の遊びが制限さ れる や友達の作り 方がわか

ら ないと いっ た意見があっ た。 保護者への質問で

は 29%に中等度以上のう つ症状があるこ と がわか

り 、 感情的に怒鳴っ たこ と がある かと いう 質問に

は 64%がある と 答えた（ 国立成育医療研究センタ

ー( 2021) ） 。 虐待の増加に関し ても 同様で、 家庭

内のスト レ スの高ま り や外出し にく い状況で 逃

げ場がな く なっ たこ と で親から 子供への暴力が

増えている一方で、 感染が怖いと いう 理由から 児

童相談所の訪問調査が受け入れても ら えず、 事態

の改善には至っ ていない。 2021 年 8 月には、 大阪

府摂津市で親の虐待によっ て、 3 歳児の命が失わ

れる悲惨な事件も 起き た。  

 

3.  研究目的 

こ う し た状況の中、 我々は、 コ ロ ナ禍における

子ど も の抱える 教育機会と メ ン タ ル面で の問題

の解消策と し て、「 サード プレ イ ス」 に着目し た。

サード プレイ スと は、 アメ リ カ 合衆国のレ イ ・ オ

ールデンバーグにより 提唱さ れた自宅や学校、 職

場と も 隔離さ れた自分ら し い時間を 過ご すこ と

ができ る 第三の居場所である ( オールデン バーグ

( 2013) ) 。我々は、コ ロナ禍において、サード プレ

イ ス が子ど も に成長に与え る 効果を 検証し た上

で、 新たなモデルを提示し 、 政策提言を行う 。  

 

4.  研究手法 

まず、 202１ 年 6-7 月に大学生を 中心と し た若

者を 対象と し て、 「 コ ロナ禍における 幸福度・ 孤

独・ スト レス」 に関するネッ ト ・ アンケート 調査

を 実施し 、 86 名から 回答を 得た。 続いて、 子ども

のためのサード プレイ スの事例研究と し て、 大阪

府摂津市を拠点と し 、 地域の子ども たちに居場所

を 提供する 活動を 行う 公益社団法人青年海外協

力協会（ JOCA） 大阪を 取り 上げ、 2021 年 7 月にオ
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ンラ イ ンでの聞き 取り 調査、 そし て 10 月に現地

フ ィ ールド 調査を 行っ た。  

 

5.  研究結果 

まず、 アンケート 調査から は、 コ ロナ前比較し

て、 若者の幸福度が統計的に有意に減少し ている

一方、 孤独感やスト レ スを 感じ る 学生が増加し て

いる こ と が分かっ た。そし て、84%の若者が「 コ ロ

ナによる孤独感を 軽減するため、 自分にと っ てサ

ード プレ イ スは必要」 と 回答し た。  

続いて、 事例研究より 、 JOCA大阪では地域の小

学生から 高齢者まで多世代の近隣住民が宿題、 ゲ

ーム、 将棋、 談笑などをし て思い思いの時間を 過

ごし ており 、 JOCA大阪が「 誰 1 人孤立し ない」 を

コ ン セプト と し て、 居心地が良く 、 何かの挑戦の

き っ かけと なる空間を 提供し ていた（ 図 1 参照）。    

実際に訪れた人は優し く 迎え入れ、 そこ では孤

独と いう 言葉を 忘れさ せてく れる 場所であっ た。

2021 年 10 月に JOCA大阪は「 子ども 第三の居場所

事業」 を 開始し 、 大学生のボラ ン ティ アが小学生

に宿題を 教えたり 、 一緒に遊んだり し ており 、 地

域の子ど も にと っ て 心身と も に落ち 着く こ と が

でき る 場サード プレ イ ス」 と し て機能し ていた。 

 

図 1： JOCA大阪での子ども たちの活動の様子 

6.  政策提言 

 第1に、 大学キャ ン パスの空き 教室や中庭など

を 有効活用し て、JOCA大阪のよう に安心し て子ど

も を 見守る こ と ので き る 空間を 提供する こ と を

提言する。 コ ロナ禍を 機に大学ではオンラ イ ン授

業の導入が進み、 龍谷大学でも 現在多く の教室が

空き 教室と し て使われない状態と なっ ている。 未

だ外出や外遊びで不便を 強いら れる 子ども たち 、

また、 不登校や引き こ も り で悩んでいる子ども た

ちが、自宅・ 学校以外の第3の場所と し て集う こ と

ができ る機会を 提供する。現在、大学では温度計・

消毒液・ CO2センサーの設置、ソ ーシャ ルディ スタ

ンスの確保など、 コ ロナ感染予防対策が十分に施

さ れており 、 子ども も 保護者にと っ て安全な場所

が提供でき ると 考える。 地域の子ども を対象と す

るこ と で、 大学生は空き 時間に、 子ども たちは放

課後に気軽に立ち寄れ、 お互いの時間を効率よく

使う こ と が可能と なる。  

第2に、 大学での子ども のサード プレイ スでは、

コ ロ ナ禍における 子ど も の様々な 不安を 取り 除

き 安心し て過ごせるサービスを提供する。 親に心

配を かけたく な いと いう 理由から 誰にも 相談で

き ずに一人で抱え込んでし ま う 子ど も は少な く

なく 、 親以外での相談でき る大人と 接する機会が

重要である。 さ ら に、 そこ では大学生のボラ ンテ

ィ アが小学生に勉強を 教え、SDGs などが学べるゲ

ームや遊びを し 、 悩み相談や雑談ができ るよう に

する。 また、 定期的にアンケート を行い、 利用者

の声を 聞いてより 良いも のに改善し ていく 。  

 

7.  おわり に 

コ ロ ナ禍の外出制限や休校措置は日本全国の

子ども たちに心身と も に負担を与えた。JOCA大阪

のよう に、 地域の子ども にサード プレ イ スを 提供

する活動を行う こ と で、 彼ら が安心し た環境や居

場所を 手に入れるこ と ができ る。 また、 虐待など

の重大な 問題へと 発展する 前に防ぐ こ と がで き

ると 考える。  
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